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株主のみなさまへ 

　株主のみなさまにおかれましては、益々ご清祥のこととお慶び

申し上げます。 

　私たちネクシィーズグループは、前連結会計年度において、

連結子会社を新たに4社設立し、既存の連結子会社については、

設立時の初期投資段階から成長段階へさしかかっており、当社連結

業績への貢献度が増しております。 

 こうした経営環境のもと、各グループ会社の採算性や責任体制の

明確化を図るとともに、機動的かつ柔軟な経営判断を下すガバナ

ンスの充実が必要であると判断し、当社グループは持株会社体制へ

移行することといたしました。 

　また今回の持株会社移行に伴い、当社グループは当期を  

「新たな創業期」と捉え、グループビジョン、企業理念、経営方針、

行動方針を刷新し、ネクシィーズと社会とのコミュニケーションの

あり方を再定義することで、新生ネクシィーズの意識改革をいた

しました。 

　今後は、戦略的かつ明確な経営組織を整備した上で、それぞれの

会社・事業間でのシナジー効果を追求することによって、グループ

としての企業価値の最大化を図ります。 引き続きみなさまには、

ご指導、ご高配を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。中期

ビジョンの達成を最大の目標に、新しいフィールドに挑戦する

ネクシィーズグループにこれからも、どうぞご期待ください。 

平成18年5月 

ごあいさつ 
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株式会社ネクシィーズ 
代表取締役社長 

近藤  太香巳 



私たちネクシィーズグループは、優れた価値をより良く社会に広め、 

人と企業が生み出す創造的な価値の向上をどこまでも追求します。 

企業理念 
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企業理念・グループビジョン 

行動方針 

経営方針 

・平成18年9月期～平成20年9月期の「3カ年中期ビジョン」の実現。 

・インターネットと、テレマーケティングを複合させた新しいダイレクト・ 
　コミュニケーションサービスを開発、提供。 

・長期的な顧客満足経営こそが、利益確保と維持であることを認識し、 

　ISP加入会員を主体とした多種サービスの提供。 

・グループ子会社の自己成長および、効率的なグループシナジーの創出。 

グループビジョン 

時代の技術とニーズにすばやく対応し、 
ネクシィーズは、ビジネスシーンの最前線へ、 
加速し続けます。 

ネクシィーズの不変の企業精神（ネクシィーズスピリット） 

Speed（スピード） 

お客様の喜びとなる、 
新しいニーズをつくり続ける存在として。 Idea（アイデア） 

Passion（パッション） 

ITの時代だからこそ、私たちは、お客様と直接お話する「会話」の 
コミュニケーションを大切にします。 

1.「会話」のコミュニケーションを大切にします。 

分かりやすい説明書の制作や、ご説明の会話品質にこだわり、高齢者やIT 
リテラシーの格差で生じる、デジタルデバイド問題に積極的に取り組みます。 
 

2. ITの「複雑」を「分かりやすく」。 

社員の目標実現のために個性を尊重し、その資質を最大限に発揮させ、 
社員にステージとチャンスを提供します。 

3. ネクシィーズは積極的な「学び」「鍛錬」の場でもある。 

ネクシィーズとグループ各社は、社会の一員として課せられた 
義務と責任を全うし、社会の発展に貢献いたします。 

4. 社会的責任を果たし、企業倫理を遵守します。 

つねに夢を持ち続け、 
新たなことへ挑戦し続けるために、 
ネクシィーズは、いつまでも情熱を持ち続けます。 
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プレスリリース内容 

■2005.11.15 

 

■2005 .11.15 

 

 

■2005.11.15 

 

■2005.11.15 

 

■2005.12.05 

 

■2005.12.05 

 

■2005.12.26 

 

■2006.02.16 

 

■2006.02.16 

 

ストックオプション（新株予約権）に関するお知らせ 

 

グループ会社の合併に関するお知らせ 

 

 

会社分割による持株会社体制への移行についての 
お知らせ 

 

平成17年9月期 決算短信（連結・個別）の発表 

 

平成18年9月期 業績予想および中期経営計画に 
ついて（平成18年9月期～平成20年9月期） 

 

ＥＴＣ車載器リース制度の加入促進に関するお知らせ 
 

 
平成17年9月期 有価証券報告書 

 

平成18年9月期 第1四半期財務・業績の概況 
（連結・個別） 

 

「固定資産の減損に係る会計基準｣の適用に伴う 
特別損失の計上並びに中間・通期連結業績予想の 
修正に関するお知らせ 

 

 

※株式会社 ティ・ティ・ネクシィーズは、平成17年12月31日に 
   イデアキューブ株式会社と合併しました。 
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トピックス 

新聞広告掲載 

 情報セキュリティマネジメントシステムの 
 標準規格「BS7799」および 
「ISMS適合性評価制度」認証の適用範囲拡大 

IS 93994/BS 7799　　IJ01582/ISMS

　昨今、企業の経営戦略上重要な

情報システムに対する不正アク

セスや情報の改ざん、コンピュー

ターウィルス等の脅威が増大し、

企業における情報セキュリティへ

の関心が急速に高まってきております。このような状況下において、

当社グループでは、各種事業におけるお客様からの安心感・信頼感

の向上を図るため、お客様に関わる各種情報を適切に保護・管理

する仕組みを構築してまいりました。今回の適用対象部門である

Nexyz.BBおよびイデアキューブの両社は、プロバイダ事業や各種

インターネットサービスをはじめポータルサイト運営やE-mail配信

などを通じた自社の会員組織を保有する当社グループ経営の中核

事業であり、昨年7月に認証取得した当社管理本部および情報通信

管理部に加え、それぞれの事業部門でも第三者が審査する制度に

則り情報セキュリティ管理の仕組みを強化したことによって今回の

認証範囲拡大に至りました。 

　今後も当社グループではお客様の安心・信頼に応えていくため、

このたび導入した情報セキュリティマネジメントシステムに基づく

セキュリティ対策を継続的に運用・改善し、情報セキュリティをさらに

強化してまいります。 

平成18年2月6日本経済新聞全国 

朝刊にて、当社の「販売ソリューション

サービス」広告を掲載いたしました。 

販売手法に悩む全国の事業主様から

多くの反響をいただきました。 

現在もホームページ内で、広告と連動

したスペシャルサイトを展開中です。

ぜひご覧ください。 



持株会社体制への移行によるグループ経営への取り組み 
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平成18年4月1日、 
持株会社体制への移行。 
ガバナンスの充実へ。 
　当社グループでは、前連結会計年度において、証券仲介

業、業務用食品卸業支援サービス、保険代理店業、動画

コンテンツ配信事業へ参入し、事業ドメインを拡大させ

てまいりました。また、既存の連結子会社については、

設立時の初期投資段階から成長段階へさしかかって

おり、当社連結業績への貢献度が増しております。こう

した経営環境の下、各グループ会社の採算性や責任体制

の明確化を図るとともに、機動的かつ柔軟な経営判断

を下すガバナンスの充実が必要であると判断し、平成

18年4月1日をもって当社グループは持株会社体制へ

移行いたしました。今後、戦略的かつ明確な経営組織を

整備し、それぞれの会社・事業間でのシナジー効果を追求

することで、グループとしての企業価値の最大化を図って

まいります。 

＜持株会社＞ 

株式会社ネクシィーズ 



6

株式会社ネクシィーズ・ 
コミュニケーションズ 

株式会社Nexyz.BB

イデアキューブ株式会社 

株式会社ネクシィーズ・ 
トレード 

株式会社ソニア・パートナーズ 

株式会社ネクシィーズ・ 
エンタテインメント 

株式会社ユーシーシー・ 
ネクシィーズ 

株式会社エフシー・ 
ネクシィーズ 

Communications
アウトバウンド・インバウンドを併用したテレマーケティン

グ事業を行っています。企業とお客様の双方の声を聞く

ことで、日々刻々と変化するマーケットの動向にもスピー

ディに対応。付加価値の高いサービスで、成長性の高い

マーケットの創造に貢献しています。 

平成17年11月より、ソフトバンクBBが提供するADSLの

アクセスラインを利用した個人向けインターネットサービス

「Nexyz.BB」を開始。インターネットをより快適に、楽しく

ご利用いただける様々な会員サービスを提供しています。

ネクシィーズグループのビジネスフィールドを広げる

基盤となるビジネスです。 

イデアキューブでは、お客様との接点づくりを実現する

プロモーションや、お客様との長期的な関係を築くための

CRMサービスを行っています。多様化する消費者意識の

変化に柔軟に対応できる多彩なサービスを展開しています。 

ブロードバンド向け動画コンテンツ・ポータルサービス

の企画・運営を行っています。映画やドラマ、アニメ、

スポーツなど、幅広いユーザー層に対応するコンテンツ

を展開。今後は、独自性の高い映像コンテンツを提供して

まいります。 

イー・トレード証券とのジョイントベンチャー企業です。

懸賞サイトやアフィリエイト広告、効果的なテレマーケティ

ングでイー・トレード証券の口座開設者を募集。ホーム

ページでは、株未経験者向けに用語解説やお取引の仕方を

分かりやすく解説しています。 

ユーシーシーフーヅの持つ業務用食品卸業のノウハウと

ネクシィーズが有するテレコミュニケーション・マーケティ

ングを融合することで、あらゆる顧客ニーズに対して、

スピーディかつ効率的なサービスを提供します。またメニ

ューパッケージや販促提案など新しいビジネスモデルの

確立を目指しています。 

ソニア・パートナーズでは、これまでネクシィーズがテレ

マーケティングサービスで培った説明型テレマーケティ

ングのノウハウを活かし、消費者の皆様に、商品特性を

理解し、納得して、個人に最適な保険のご提案を行って

おります。 

ネクシィーズで取り扱う商材の提供はもちろん、これまでの

経験で培ってきた豊富なマーケティング・ノウハウも同時に

提供。起業家のみなさまへの多角的な育成・支援を行って

います。 
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次なる成長へ向けた中期経営ビジョン 

中期経営ビジョン 

収益モデルの変化について 

販売代理店から→自社サービスへ 
 

　平成17年12月に発表した「3カ年中期ビジョン」は、当社を取り巻く
環境の変化に対応した、最適な選択を行うことであり、これまで以上の
収益、成長性を得るために、新事業の機軸をインターネット・サービス・
プロバイダ事業とその関連となるインターネット事業を強化して
まいります。 

固定層 - プロバイダを変える意思なし 

浮動層 - プロバイダを変える意思あり 

固定層 

固定層 

浮動層 
獲  得  浮動層を 

固定客へ  

　次の成長基盤を確立していくために、これまでのノウハウや経験をもと

にNexyz.BBによるISPサービスを展開していきます。これまでのイ

ンセンティブ型モデルは、独自のテレマーケティング機能を最大限に活か

す販売業務受託であったため、収益の拡大には限界がありました。その限

界を打破し、より一層の収益拡大を図るため、Nexyz.BBによるISP事業

をコアとした直収入モデルへと収益モデルを大幅に変化させていきます

が、この変化にはメリットと初動リスクが共存します。 

　まずメリットは収益性が格段に向上することです。直収入モデルでは、

初期インセンティブに加え、ISP料金や付加サービスおよび各種コンテン

ツなど、利用したサービスに応じてユーザーから直接課金・集金しま

す。さらに、従来の継続利用手数料の単価も上昇しますので、継続収入

のさらなる増加を見込めます。そして初動リスクとは、売上サイトの変化

により売上高が減少することです。これまでは、業務受託型の収益モデ

ルでありましたが、直収入モデルへ移行し、収益モデルを大幅に変更

させたことにより、初動リスクはありますが、リスクを軽減させ、収益の拡

大を目指していきたいと考えています。 

のマーケティング 

+ 料金が安い方が良い 
+ コンテンツが充実してる方が良い 
+ 勧められて 
+ その他 
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販売代理店から 自社サービスへ 

サービス 

>>>>>>>>>

取扱い商材 

収益モデル 収益モデル 

インセンティブモデル 業務委託モデル サービス利用料金＋初期インセンティブ 

獲得した契約数な
どの成果に応じて
報酬が得られる収
益モデル 

稼働したブース数
（時間）に応じて
一定額の報酬が得
られる収益モデル 

ソフトバンクBB社からの回線獲得初期
インセンティブに加え、ユーザーからの
ISP料金や、付加サービスおよび各種
コンテンツなど、利用したサービスに
応じて報酬が得られる直収入モデル 

事業環境と収益モデルの変化 

成約数×インセンティブ単価 ブース数×固定額 
※ ADSLサービス利用料やモデムレンタル料など、 
　 ISP料金以外は含まれません。 

これまでのノウハウや経験をもとに自社サービスを開始し、次の成長基盤を確立する 

事業環境の変化に伴って、収益モデルが大幅に変動 

インターネット利用世帯における 
ブロードバンドとナローバンドの構成比 

日本のブロードバンド普及率 

世界ランキング（日本） 

人口100人当たり → 

2004年 ・・・ 

2005年 ・・・ 

8位 

13位 

14.9人 

ブロードバンドの市場環境 

ブロードバンド世帯 
 65.2%

ナローバンド世帯 

34.8%

ブロードバンドへの潜在的ユーザーは、まだ数多く存在している 

乗り換え需要も含め、Nexyz.のポテンシャルを 
発揮できる対象マーケットは膨大 

出典：国際電気通信連合ITU 

「携帯電話/PHSのみ」と「勤務先/学校のみ」の 
利用者を除いたインターネット利用世帯24,644を対象  
出典：Access Media/impress.2005 

◎ 説明型 
　 テレマーケティング 

◎ プロモーション 
　 ＆マーケティング 

計画以外の成長要素 

◎ ディストリビューション事業の拡大 

No.1 
ディストリビューター 
を目指す 

デジタルツールマーケット 
本格的なユビキタス社会：光ファイバー、IP携帯電話 
その他マーケット 
ETCをはじめとするあらゆる商品 

◎ 新たな事業領域におけるさらなる成長 
保険代理店事業 
（株）ソニア・パートナーズ 
業務用食品卸支援事業 
（株）ユーシーシー・ネクシィーズ 
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※ 

Nexyz.BBをコアとしたグループ戦略 

平成17年11月より、ソフトバンクBBが提供する、ADSLのアクセス

ラインを利用した個人向けインターネットサービス「Nexyz.BB」を

スタートさせました。これは今後のネクシィーズグループのビジネス

フィールドを広げる基盤となるビジネスであり、ISP（インターネット・

サービス・プロバイダ）事業を中心とした会員のみなさまが、当社グ

ループが、お客様のライフパートナーとしてご満足いただけるよう、様

々なサービスをご提供してまいります。 

テレマーケティング事業 
業務用食品卸支援 

プロモーション/CRM

ISP事業 

代理店事業 

保険サービス インターネット動画配信 

証券仲介業 
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保有株式数に応じた以下の期間を優待適用期間とし 
Nexyz.BB ISP 月額料金を割引いたします。 
 

保有株式数 割引期間 

1株～49株・・・・・・・・・・・・・・・・・・1カ月割引 

50株～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4カ月割引 

 ISPサービス 

Nexyz.BB 

Web Mail

メール転送 

ホームページ開設 

インターネットに接続されたパソコンと 
ブラウザがあれば、旅先でも、カフェでも、 
メールが利用できます。 
 

Nexyz.BBのメールアドレス宛に 
届いたメールを、 
別のアドレスへ転送します。 

Nexyz.BBサーバ内にあなたの 
ホームページを開設することができます。 
（容量50Ｍまで） 

※ 

※ 

株主優待のお知らせ 

　当社では、株主のみなさまの日頃のご支援に対する感謝をこめて、 

株主優待制度を導入しております。平成18年9月30日最終の株主 

名簿および実質株主名簿に記載または記録されているネクシィーズの 

株主のみなさまに対し株主優待を実施いたします。 

注） 
Nexyz .BBの各種サービス、詳しいサービスについては、Nexyz.BBホームページ、
http://www.nexyzbb.ne.jp/をご覧ください。本サービスは、株式会社 Nexyz.BBが
提供するADSLサービスであり、ソフトバンクグループが提供するADSLサービスと
併せてお申し込みいただく必要があります。優待制度に変更が生じる場合はその旨別途
当社ホームページにてお知らせいたします。 

※ISPとはインターネットサービスプロバイダの略称です。Nexyz.BBはSoftBank
ブロードバンドADSLの回線を利用したインターネット接続サービスです。ISP部分は
Nexyz.BB、ADSL回線部分はソフトバンクグループと提供形態となります。 

〈優待適用対象サービス〉 

無料オプションサービスでネットLifeがさらに楽しく。 
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 当中間連結会計期間におけるわが国の経済状況は、企業収益の回復に

より引き続き設備投資が増加し、個人消費も雇用・所得環境の改善から

堅調に推移し、ゆるやかな景気回復基調が続きました。 

　情報通信業界、特にブロードバンド市場において、ブロードバンド全体の

契約数は平成17年12月末時点で2 , 236万契約となり、平成17年

9月末時点の同契約数に比べて93万契約の増加となりました。(注1 )  

　このような状況のなか、当社グループでは個人向けISP(注2)サービス

「Nexyz .BB」を中心に、ネット関連サービスの充実、連結子会社の事業

基盤強化に向けて取り組んでまいりました。 

 

　当社グループではISPサービス「Nexyz.BB」の開始により、収益モデルが

直収モデル(注3)へと大きく変化いたしました。これにより、顧客獲得に

伴う回線事業者からの初期インセンティブに加え、利用者への直接課金・

集金を行い、ISP料金や付加サービスおよび各種コンテンツ利用料を得る

ことができます。この結果、継続収入のさらなる増加が見込まれるため、

将来の収益性が向上する予定であります。また、I S P利用者を中心と

するインターネット利用者へのサービスの一貫として、連結子会社で

あるイデアキューブ（株）によるポータルサイト「iDEA CUBE」に加え、

（株）ネクシィーズ・エンタテインメントによる動画コンテンツ配信サイト

「Nexyz .Ente r ta inment」を平成18年3月1日から開始し、今後の

コンテンツの充実に向けて取り組んでまいりました。 

　この結果、当中間連結会計期間の当社グループ業績は、売上高2,407

百万円（前年同期比80.4％減）、営業損失2,043百万円（前年同期営

業利益1 ,033百万円）、経常損失2 ,175百万円（前年同期経常利益

985百万円）、中間純損失3,135百万円（前年同期中間純利益460百

万円）となりました。 

経営成績 

2,000

売上高（連結） 

（単位：百万円） 

985

△2,175

229

H16. 
9月期 
中間 

H17. 
9月期 
中間 

H18. H18. 
9月期 
中間中間 

0

15,000

10,000

経常利益（連結） 

（単位：百万円） 

△3,000

H16. 
9月期 
中間 

H17. 
9月期 
中間 

H18. H18. 
9月期 
中間中間 

0

1,000

460

△3,135

24

△4,000

H16. 
9月期 
中間 

H17. 
9月期 
中間 

H18. H18. 
9月期 
中間中間 

0

中間純利益（連結） 

（単位：百万円） 

2,407

12,290

8,729

売上高事業区分 

情報技術を利用した各種サービス事業 

売上高（百万円） 構成比（％） 増減率（％） 

（百万円未満切捨） 

テレマーケティング事業 

その他マーケティング事業 

プロモーション事業 

継続収入 

その他収入 

2,407 

1,015 

27 

538 

817 

9

100.0 

42.2 

1.2 

22.3 

33.9 

0.4

△80.4 

△91.4 

△17.6 

95.4 

13.8
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財政状態 

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は前年同期と

比較して、1,095百万円増加し、5,231百万円となりました。 

　当中間連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれら

の主な要因は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　 当 中間連結会計期間末の営業活動によるキャッシュ・フローは

1 ,444百万円の支出となり、前年同期比245百万円の支出増となり

ました。これは主に減損損失711百万円の計上、解約調整引当金の

引当金減少額の大幅な縮小があったものの、税金等調整前中間純損失

3,050百万円を計上したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　当中間連結会計期間末の投資活動によるキャッシュ・フローは661

百万円の支出となりました。 

　これは主にISP関連事業のためのサーバー、システム等の導入に伴う

有形固定資産の取得606百万円、無形固定資産の取得56百万円に

よる支出であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　当中間連結会計期間末の財務活動によるキャッシュ・フローは476

百万円の支出となりました。 

　これは主に社債の発行による1,471百万円の収入があったものの、

長期借入金の返済1,716百万円と配当金の支払額165百万円による

支出があったことによるものであります。 

 
(注１) 総務省発表資料から引用しました。 
(注２) Internet Service Providerの略。電話回線やISDN回線、データ通信専用回線 
　　  などを通じて顧客である企業や家庭のコンピュータをインターネットに接続する 
        インターネット接続業者。 
(注3) 回線事業者から得られる獲得初期インセンティブに加え、利用者からISP料金や各種 
　　　付加サービス利用料が直接得られる収益モデル。 
 

キャッシュ・フロー分析 

営業活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

平成18年9月中間 

△1,444 △1,198 △245

△661 △803 142

△476 △1,918 1,442

△2,582 △3,921 1,338

7,813 8,057 △243

5,231 4,135 1,095

平成17年9月中間 増減 

投資活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

財務活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

現金及び現金同等物の増加額 
（△減少額）（百万円） 

現金及び現金同等物の 
期首残高（百万円） 

現金及び現金同等物の 
中間期末残高（百万円） 

H18. 
9月期 
中間 

H18. 
9月期 
中間 

H18. 
9月期 
中間 



（少数株主持分） 

少数株主持分 

科　目 

蠢流動資産 

 

前中間連結会計期間末 当中間連結会計期間末 

（単位：千円） 

蠡固定資産 

（1）有形固定資産 

（2）無形固定資産 

 
（3）投資その他の資産 

 
資産合計 

（負債の部） 

蠢流動負債 

 
蠡固定負債 

負債合計 

（資本の部） 

蠢資本金 

 
蠡資本剰余金 

 
蠱利益剰余金 

蠶その他有価証券評価差額金 

蠹自己株式 

資本合計 

負債、少数株主持分及び資本合計 

（資産の部） 

7,058,321

4,149,897

1,812,677

622,744

1,714,475

11,208,219

2,543,775

1,703,111

4,246,886

126,288

4,653,660

4,439,468

17,655

△2,274,323

6,835,044

11,208,219

△1,417

－ 

（平成17年3月31日） （平成18年3月31日） 

連結貸借対照表（要約） 

13

7,778,598

5,552,604

2,486,953

558,832

2,506,818

13,331,203

4,600,813

2,347,036

6,947,850

257,389

2,715,726

2,501,534

910,119

6,125,963

13,331,203

△1,417

（単位：千円） 

科　目 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物の増加額（△減少額） 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の中間期末残高 

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益（△純損失） 

科　目 
前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 

△1,444,517

△661,197

△476,759

△2,582,474

7,813,769

5,231,295

5,096円34銭 

△2,337円78銭 

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 至　平成18年3月31日 （　　　　  ） 

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 至　平成18年3月31日 （　　　　  ） 

連結キャッシュ・フロー計算書（要約） 

1株当たり情報 

△1,198,768

△803,251

△1,918,996

△3,921,015

8,057,011

4,135,995

20,366円11銭 

1,531円78銭 



（単位：千円） 

科　目 

（資本剰余金の部） 

蠢資本剰余金期首残高 

 
蠡資本剰余金増加高 

 
蠱資本剰余金中間期末残高 

 

新株予約権の行使による新株発行 

（利益剰余金の部） 

蠢利益剰余金期首残高 

 
蠡利益剰余金増加高 

中間純利益 

 
蠱利益剰余金減少高 

 

蠶利益剰余金中間期末残高 

（1）配当金 

 

 

（2）中間純損失 

 

蠻特別損失 

税金等調整前中間純利益（△純損失） 

科　目 

蠢売上高 

（単位：千円） 

蠡売上原価 

売上総利益（△純損失） 

蠱販売費及び一般管理費 

 
営業利益（△損失） 

（営業外損益の部） 

蠶営業外収益 

蠹営業外費用 

経常利益（△損失） 

 
（特別損益の部） 

蠧特別利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

少数株主利益（△損失） 

中間純利益（△純損失） 

（営業損益の部） 

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 

12,290,465 2,407,748

8,901,531 2,594,431

3,388,934 △186,683

2,355,368 1,856,492

1,033,566 △2,043,176

45,120 25,655

93,650 157,780

985,035 △2,175,302

753987

177,908 876,104

808,115 △3,050,653

98,967 76,840

240,803 18,648

8,336 △10,787

460,007 △3,135,354

2,481,605 4,439,468

2,501,534 4,439,468

599,961 1,028,677

460,007 － 

－ 

460,007 － 

149,850 3,303,000

3,135,354

149,850 167,646

910,119 △2,274,323

19,929 － 

19,929 － 

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 至　平成18年3月31日 （　　　　  ） 

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 至　平成18年3月31日 （　　　　  ） 

連結剰余金計算書 

連結損益計算書（要約） 
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科　目 

蠢流動資産 

 

前中間会計期間末 当中間会計期間末 

（単位：千円） 

蠡固定資産 

（1）有形固定資産 

（2）無形固定資産 

 
（3）投資その他の資産 

 
資産合計 

（負債の部） 

蠢流動負債 

 
蠡固定負債 

負債合計 

（資本の部） 

蠢資本金 

 
蠡資本剰余金 

 
蠱利益剰余金 

蠹自己株式 

資本合計 

負債・資本合計 

（資産の部） 

6,694,551 3,148,358

6,647,276 10,902,410

1,502,473 976,056

67,558 49,816

5,077,243 9,876,537

13,341,828 14,050,768

5,069,213 2,451,180

2,274,817 1,667,498

7,344,031 4,118,678

2,715,726 4,653,660

2,501,534 4,439,468

781,952 

 

822,722

5,997,797 9,932,090

13,341,828 14,050,768

△1,417 △1,417

蠶その他有価証券評価差額金 17,655

（平成17年3月31日） （平成18年3月31日） 

1株当たり純資産額 

1株当たり中間純利益 

科　目 
前中間会計期間 当中間会計期間 

19,940円02銭 7,405円55銭 

957円10銭 △26円88銭 

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 

至　平成18年3月31日 

個別貸借対照表（要約） 

1株当たり情報 
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蠻特別損失 

税引前中間純利益（△純損失） 

科　目 

蠢売上高 

個別損益計算書（要約） 

前中間会計期間 当中間会計期間 

（単位：千円） 

蠡売上原価 

売上総利益 

蠱販売費及び一般管理費 

 
営業利益 

（営業外損益の部） 

蠶営業外収益 

蠹営業外費用 

経常利益 

 
（特別損益の部） 

蠧特別利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

前期繰越利益 

中間未処分利益 

中間純利益（△純損失） 

（営業損益の部） 

12,066,159 1,414,705

9,306,824 333,878

2,759,334 1,080,827

2,019,706 846,858

739,627 233,968

77,063 44,405

92,183 156,634

724,507 121,740

753326

169,805 124,137

555,029 △1,643

26,608 12,014

240,994 22,385

267,426 △36,044

494,526 858,766

781,952 822,722

自　平成16年10月1日 
至　平成17年3月31日 （　　　　  ） （　　　　  ） 自　平成17年10月1日 

至　平成18年3月31日 

16
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株式会社 ネクシィーズ 

社名 

〒150-0031　東京都渋谷区桜丘町20-4 
　　　　　　　          ネクシィーズ スクエアビル 

所在地 

近藤　太香巳 

代表者 

1990年2月 

設立 

4,653百万円 （平成17年9月末現在） 

資本金 

代表取締役社長 

取締役副社長 

専務取締役 

常務取締役 

取締役 

取締役 

取締役 

常勤監査役 

常勤監査役 

監査役 

監査役 

近藤 太香巳 

大前 成平 

松井 康弘 

近藤 忍 

 藤野 剛志 

 祐成 太郎 

吉藤 淳 

石井 安夫 

戸田 孝一 

平田 浩 

中井 政嗣 

役員構成 

会社概要 

 （平成18年5月1日現在） 
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株主の状況 （平成18年3月31日現在） 

436,147 

42,106 

25,311 

16,800 

12,988 

12,900 

11,170 

9,550 

8,270 

8,066

近藤 太香巳 

日本証券金融株式会社 

ネクシィーズ従業員持株会 

株式会社 まぐクリック 

大前 成平 

熊谷 正寿 

松井証券株式会社（一般信用口） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

日興コーディアル証券株式会社 

三菱UFJ信託銀行株式会社（信託口） 

32.52 

3.14 

1.89 

1.25 

0.97 

0.96 

0.83 

0.71 

0.62 

0.60

議決権比率（%） 

 

持株数（株） 株主名 

31,516

会社が発行する株式の総数　　　　　　　　　　1,892,000株 

発行済株式総数　　　　　　　　　　　　　　　1,341,364株 

（平成17年9月30日） 
33,093

（平成18年3月31日） 

（平成17年9月30日） （平成18年3月31日） 

（単位：名） 

20,000

40,000

10,000

30,000

0

31,516 33,093

株式の状況 

株主数 （名） 

株式の状況 （平成18年3月31日現在） 



株主メモ 

決算期日 

定期株主総会 

株主名簿管理人 

 

同事務取扱場所 

 

郵便物送付先 

 

電話照会先 

 

ホームページ 

アドレス 

同取次所 

9月30日 

営業年度末日の翌日から3ヶ月以内 

大阪市中央区北浜四丁目5番33号 

住友信託銀行株式会社 

東京都千代田区丸の内一丁目4番4号 

住友信託銀行株式会社 証券代行部 

〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10 

住友信託株式会社 証券代行部 

住所変更等用紙のご請求　　 0120-175-417 

その他のご照会　　　　　　0120 -176-417 

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/ 

retail/service/daiko/index.html 

住友信託銀行株式会社 本店及び全国各支店 

株式会社 ネクシィーズ（証券コード4346） 
〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町20-4 ネクシィーズ スクエアビル 
TEL:03-5459-7444　FAX:03-5459-7868


